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大
島
三か

つ
み省
さ
ん
・
三
瓶
綾
子
さ
ん（
杉
内
）

　
同
じ
行
政
区
の
方
と
は
、
兄
弟
の
よ

う
に
育
ち
ま
し
た
。
３
年
半
ぶ
り
に
偶

然
に
も
再
会
で
き
、
嬉
し
さ
と
安
心
感

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

根
本
照
衛
さ
ん（
清
水
）

　
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
普
段
一

緒
に
過
ご
す
仲
間
以
外
の
方
と
お
会
い

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

猪
狩
幸
さ
ん（
仲
町
）

　
皆
さ
ん
と
再
会
し
て
、
自
分
も
若
返

る
気
分
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活

動
も
活
発
に
行
っ
て
、
皆
さ
ん
と
お
会

い
す
る
機
会
が
増
え
る
と
い
い
で
す
。

青
山
聖
さ
ん
・
禮
子
さ
ん
ご
夫
婦（
大
菅
）

　
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
、「
皆
さ
ん
白

髪
が
増
え
た
な
」と
い
う
印
象
で
す
。

健
康
の
た
め
に
は
、
運
動
や
多
く
の
方

と
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

石
原
政
博
さ
ん
・
榮
子
さ
ん
ご
夫
婦（
中
央
）

　
新
潟
県
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
遠
く
に

い
る
と
な
か
な
か
皆
さ
ん
と
会
う
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、顔
を
見
る
と
会
え
な
か
っ

た
時
間
が
一
気
に
縮
む
気
が
し
ま
す
。

池
田
る
り
子
さ
ん（
本
町
）

半
谷
光
子
さ
ん（
下
郡
山
）

　
今
日
は
た
く
さ
ん
の
方
と
お
会
い
で
き

て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
集
ま
り
に
は
ど

ん
ど
ん
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

健康に感謝し長寿を祝う
富 岡 町 敬 老 会    
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富
岡
町
敬
老
会
が
９
月
４
日
に

郡
山
市
、
11
日
に
い
わ
き
市
で
開

催
さ
れ
、
総
勢
５
６
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
宮
本
町
長
が
、
現
在

の
町
政
を
報
告
す
る
と
と
も
に
出

席
者
の
健
康
を
祈
念
し
、「
長
ら

く
お
顔
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
方
と

の
再
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

ん
で
、
明
日
か
ら
の
活
力
を
養
っ

て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
。
郡
山
会
場

で
渡
邉
喜
助
さ
ん（
王
塚
）が
、
い

わ
き
会
場
で
大
和
田
一
郎
さ
ん（
太

田
）が
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
を
代
表

し
て
郡
山
会
場
で
髙
橋
運は

る
か

さ
ん

（
夜
の
森
駅
前
南
）と
猪
狩
ヤ
ス
ヨ

さ
ん（
夜
の
森
駅
前
南
）に
、
い
わ

き
会
場
で
阿
部
忠
雄
さ
ん（
新
夜

ノ
森
）と
石
井
孝
子
さ
ん（
清
水
）

に
町
敬
老
祝
金
を
贈
呈
。
各
表
彰

で
は
、
結
婚
60
年
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
７
組
を
代
表
し
て
、
猪
狩

孝
さ
ん
・
セ
ツ
さ
ん
ご
夫
婦（
清

水
）と
皆
川
利り

ぜ

ん善
さ
ん
・
瞭
子
さ

ん
ご
夫
婦（
本
町
）に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
表
彰
が
、
金
婚
を
む
か
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
31
組
を
代
表
し
て
、

小
野
一
男
さ
ん
・
文
子
さ
ん（
西

原
）ご
夫
婦
と
遠
藤
章
さ
ん
・
延

子
さ
ん
ご
夫
婦（
仲
町
）に
福
島
民

報
社
・
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
浪
江
町
出
身
で
民
謡
歌
手
の

原
田
直
之
さ
ん
が
登
場
し
、
新
相

馬
節
を
は
じ
め
、
相
双
地
方
を
代

表
す
る
民
謡
な
ど
を
披
露
。
出
席

者
の
皆
さ
ん
は
、
一
緒
に
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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ジュニアスポーツアジア交流大会で
優勝を飾った選手の皆さん

　
８
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
、
愛
媛
県
西

条
市
で
行
わ
れ
た
第
44
回
全
国
中
学
校
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
お
い
て
、
猪
苗
代
中

学
校
を
拠
点
に
活
動
す
る
富
岡
第
一
中
学

校
が
、
女
子
団
体
優
勝
を
含
む
大
会
４
冠

に
輝
く
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
に
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務

所
で
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、
選
手
の

皆
さ
ん
が「
日
頃
か
ら
集
中
し
て
練
習
に

取
組
み
、
大
会
で
は
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」と
喜
び
を
語
り
、
こ
れ
か
ら
の
更
な

る
飛
躍
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
８
月
末
に
行

わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ア
ジ
ア
交
流

大
会
で
も
日
本
勢
初
の
優
勝
を
飾
っ
て
お

り
、
富
岡
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
共
に

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
向
け
て
今
後
も

大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

富岡一中バドミントン部　全国中学校大会で４種目制覇
ジュニアアジア大会でも日本勢として初の栄冠

　
今
で
き
る
こ
と
を
全
力
で

顧
問

　
齋
藤
　
亘
　

　
震
災
以
降
、
活
動
拠
点
が
猪
苗

代
へ
移
り
４
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
富
岡
町
の
皆
さ
ま
か
ら
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
選
手
た
ち
は
、
富
岡
町
と
猪
苗

代
町
の
ふ
た
つ
の
看
板
を
背
負
う

と
共
に
、応
援
も
２
倍
い
た
だ
き
、

全
国
の
舞
台
で
精
一
杯
戦
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主な成績（敬称略）

・男子団体　準優勝　　・女子団体　優勝（４連覇）
・男子シングルス　第３位　筑 後 恵 太（３年）
・女子シングルス　優　勝　高橋明日香（３年）
・　　　同　　　  準優勝　水井ひらり（１年）
・男子ダブルス　優　勝　金子真大・久保田友之祐（３年）
・女子ダブルス　 優　勝　永井瀬雰・由良なぎさ（３年）
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４月から連日行われた早朝訓練 県ナンバー１の操法を披露した団員の皆さん

指揮者
阿部祥久さん
（西　原）

　
第
39
回
県
消
防
操
法
大
会
が
８
月
24

日
、福
島
市
の
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
た
富

岡
町
消
防
団
が
優
勝
を
飾
り
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、
県
内

各
地
区
の
代
表
15
団
が
出
場
。
１
チ
ー

ム
５
人
で
、
現
場
到
着
か
ら
放
水
を
開

始
す
る
ま
で
の
迅
速
さ
や
、
動
作
の
正

確
さ
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
同
消
防
団
は
、
安
藤
治
団
長
を
は
じ

め
県
内
外
か
ら
駆
け
付
け
た
団
員
や
、

双
葉
消
防
本
部
の
指
導
・
応
援
を
受
け

な
が
ら
連
日
早
朝
訓
練
に
励
み
、
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
指
揮
者
を
務
め
る
阿

部
祥
久
さ
ん
は「
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の

お
か
げ
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
で
す
。
そ

の
恩
返
し
の
た
め
に
も
全
員
が
一
丸
と

な
り
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」と
、
全

国
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
安
藤
団
長
は「
こ
の
栄
誉
は
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
日
頃
か
ら
の
応
援
と
ご

協
力
に
よ
り
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
大
会
へ
向
け
て
今
後
も

精
進
を
重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
県
内

消
防
関
係
機
関
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」と
、
優
勝
の

喜
び
と
感
謝
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
全
国
大
会
は
11
月
８
日
、
東
京
都
の

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　富岡町消防団　ふるさとの名を全国へ発信
第39回県消防操法大会 小型ポンプ操法の部 優勝

２番員
鎌田祐輔さん

（夜の森駅前北）

１番員
大和田侑希さん
（中　央）

３番員
山口　学さん
（清　水）

補助員
菅野大輔さん
（下千里）
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町内一部地区における水道の使用開始（再開）について

水道水中における放射性物質のモニタリング検査結果

　10月から一部の地区において水道の使用が開始（再開）いたします。水道の使用を希望されるお客様は、
事前に双葉地方水道企業団へお電話にてお申込みください。お客様の立会いのもと、安全を確認したうえで
給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10m³以上になったときの検針月にご請求させていただきます。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業のため、引き続きお客様の敷地内へ立ち入らせていただく場
合がありますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

　双葉地方水道企業団では、福島県の「水道水の放射性物質モニタリング検査実施要領」に基づき、週３回の
検査を実施しております。その検査結果は以下のとおりです。

※10月からの使用再開予定地区
　上郡山地区（清水地区を除く）及び下郡山地区、並びに赤木地区

■採水場所：小山浄水場
■水源：木戸川（ダム放流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
７月24日

ND ND ND

７月27日
７月29日
７月31日
８月３日
８月５日
８月７日
８月10日
８月12日
８月14日
８月17日
８月19日
８月21日

※検出下限値：放射性ヨウ素・放射性セシウムに関し、１Bq ／ kg。
※2014年８月21日時点で、全て検出下限値未満（ND）です。

■採水場所：関根浄水場
■水源：富岡川（伏流水）
採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
７月24日

ND ND ND

７月27日
７月29日
７月31日
８月３日
８月５日
８月７日
８月10日
８月12日
８月14日
８月17日
８月19日
８月21日

測定機関：双葉地方水道企業団
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器
検査頻度：週３回（月、水、金曜日）
測定方法：緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法
　　　　　（放射能測定マニュアル（文部科学省））

《参考》検査日現在の目標値
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

- 10

双葉地方水道企業団　富岡営業所
　　　　　 TEL　0240-25-5315
開庁時間８時30分～17時15分（平日）

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、
半減期が短く、国に平成23年７月15日以降の検出報告がないこと
から、規制の対象から除外されました。

（単位：Bq ／ kg）

水道使用再開予定図

　望月環境大臣、高木経産副大臣が来庁
各分野の課題、問題点について町執行部と会談

町内で移動知事室　農地再生に向け、ふるさと生産組合と懇談
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第
二
次
内
閣
改
造
に
よ
り
就
任

し
た
、
望
月
義
夫
環
境
大
臣
と
小

里
泰
弘
環
境
副
大
臣
が
９
月
９

日
、
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
を

訪
れ
、
宮
本
町
長
ら
町
執
行
部
と

会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
望
月
大
臣
は
冒
頭「
安
倍
総
理

は
常
々
、『
す
べ
て
の
大
臣
が
福
島

復
興
に
携
わ
る
と
い
う
気
持
ち
で

政
策
を
進
め
て
ほ
し
い
』と
語
っ
て

い
る
。
環
境
省
と
し
て
も
更
に
緊

張
感
を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
き
た

い
」と
挨
拶
。
ま
た
、
国
が
富
岡
町

内
に
設
置
を
要
請
し
て
い
る「
フ
ク

シ
マ
エ
コ
テ
ッ
ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」（
指
定
廃
棄
物
の
民
間
管
理

型
処
分
場
）に
つ
い
て「
こ
れ
は
中

間
貯
蔵
施
設
と
同
様
に
大
切
な
施

設
で
あ
り
、住
民
の
皆
さ
ま
に
し
っ

か
り
と
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
宮
本
町
長
は「
福

島
復
興
の
た
め
に
必
要
な
の
は
理

解
で
き
る
が
、
迷
惑
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
町
民
や
議
会
か
ら
も
厳

し
い
意
見
が
出
て
い
る
」と
述
べ
、

望
月
大
臣
に
早
急
な
対
応
を
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
高
木
陽
介
経
済
産

業
副
大
臣
も
来
庁
し
、「
福
島
が

抱
え
る
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
同

時
に
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
事
を

継
続
さ
ら
に
加
速
す
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
国

を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
の
県
政
や
復
興
の
た
め

に
、
県
民
の
声
を
直
接
聞
く
移
動

知
事
室「
ふ
く
し
ま
復
興
訪
問
」が

８
月
22
日
、
町
内
下
郡
山
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
雄
平
知
事
は
、
ふ
る
さ
と

生
産
組
合（
渡
邉
康
男
組
合
長
）が

同
地
区
で
行
っ
て
い
る
米
の
実
証

栽
培
の
様
子
を
視
察
し
た
あ
と
、

下
郡
山
集
会
所
で
同
組
合
員
と
懇

談
。
渡
邉
組
合
長
ら
か
ら
出
さ
れ

た
農
業
の
再
生
復
興
に
か
け
る
思

い
や
、
今
後
に
向
け
た
課
題
・
問

題
点
な
ど
の
切
実
な
訴
え
に
対

し
、
佐
藤
知
事
は「
将
来
的
に
双

葉
郡
が
農
業
の
先
進
地
域
に
な
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
こ
れ

か
ら
の
復
興
に
取
入
れ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

挨拶する望月環境大臣（中央）

（左から） 高木経産副大臣と前任の赤羽元副大臣

渡邉組合長（中央）から実証栽培の
説明を受ける佐藤知事（左）

　
富
岡
町
の
各
小
学
校
と
中
学
校
、
町

立
幼
稚
園
は
、
平
成
23
年
９
月
に
三
春

町
で
開
校
し
、
今
年
度
は
58
人
の
児

童
・
生
徒
、
園
児
が
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
学
級
に
複
数
の
担
任
配
置
と

い
う
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
の

び
の
び
と
勉
強
や
運
動
に
取
組
み
、
今

年
度
は
仮
設
体
育
館
の
建
設
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
三
春
校
へ
の
入
学
や

転
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
校
見

学
も
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
富
岡
小
中
学
校
・
幼
稚
園
三
春
校

　
〒
９
６
３
–
７
７
０
４

　
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町

　
　
　
　
大
字
熊
耳
字
南
原
94

・
富
岡
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校

　
☎
０
２
４
７
–
６
２
–
７
７
９
０

・
富
岡
第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校

　
☎
０
２
４
７
–
６
２
–
７
８
０
０

・
町
立
富
岡
幼
稚
園

　
☎
０
２
４
７
–
６
２
–
７
７
０
１

町
立
富
岡
幼
稚
園
・

小
中
学
校
三
春
校
か
ら
の

お
知
ら
せ



滞在地（避難先）での不在者投票
　遠方に避難されている方は、滞在地（避難先）
で不在者投票ができます。
　手続きが遅くなると投票することが出来ない
場合がありますので、早めに不在者投票用紙の
請求をしてください。

■請求・投票の流れ
①投票用紙等を請求する
　「選挙のお知らせ」に同封されている「不在者投

票請求書」に必要事項を記入して、町選挙管理
委員会に郵送してください。

※メールやＦＡＸでの請求はできません。
注）不在者投票の誤請求を防ぐため、富岡町が投

票所（投票日・期日前）を設置する市町村（郡山
市・いわき市・福島市・三春町・大玉村）に避
難している方には、「不在者投票請求書」を同
封しておりません。必要な方は、町選挙管理
委員会までご連絡ください。また、町ホーム
ページからもダウンロードできます。

②投票用紙を受け取る
郵送されてきた封筒（投票用紙、投票用封筒（内
封筒と外封筒）、不在者投票証明書）を受け取っ
てください。

※投票用紙等は「開封厳禁」のラベルを貼った透
明の封筒に入っていますので、絶対に開封し
ないでください。開封すると投票できなくな
ります。

※自宅等で投票用紙に記入しないでください。

③滞在地（避難先）の市区町村で投票する
受け取った封筒を持参して滞在地（避難先）の市
区町村選挙管理委員会で投票してください。投
票場所については、滞在地（避難先）市区町村の
選挙管理委員会にご確認ください。

※不在者投票用紙を受け取った後に不在者投票
をせず、期日前投票又は投票日に投票する場
合は、受け取った不在者投票用紙等を投票所

（期日前投票所）に返還しないと投票できませ
んのでご注意ください。

▼不在者投票ができる期間
　10月10日（金）～25日（土）
※時間については、滞在地（避難先）の市町村選挙

管理委員会にご確認ください。福島県外の滞在
地で選挙が行われない場合、土日・祝日は投票
することができませんのでご注意ください。

※遠方の方は、24日（金）までに投票を済ませて
ください。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
入
場
券
は
10
月
９
日（
木
）以
降

に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
投
票
所
入
場
券

を
紛
失
、
ま
た
は
入
場
券
が
届
か
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
入
場
券
を
持
た
ず
に

投
票
所
に
来
た
場
合
で
も
、
本
人
確
認
を

し
た
う
え
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
を
紹
介
す
る
選
挙
公
報

　
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
を
紹
介
す
る
選

挙
公
報
は
、
10
月
17
日（
金
）以
降
の
発
送

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す〔
10
月
14
日（
火
）掲
載
予
定
〕。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
等
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

自
宅
な
ど
か
ら
郵
送
で
投
票
す
る
不
在
者

投
票
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

が
交
付
す
る「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
早
め
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が
い

の
程
度
が
１
級
も
し
く
は
２
級

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

　
小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
も
し
く
は
３
級

・
免
疫
機
能
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３

級
ま
で

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で

③
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護

保
健
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護「
５
」で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方

指
定
病
院（
施
設
）に
お
け
る
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
に
入

院（
所
）し
て
い
る
方
は
、
入
院（
所
）し

て
い
る
病
院（
施
設
）で
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院

長（
施
設
長
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

 

　
10
月
26
日（
日
）は
、
仮
設
住
宅
と
投
票

所
を
結
ぶ
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
時
間
や
運
行
ル
ー
ト
は「
選
挙
の
お
知
ら

せ
」ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（9）　広報とみおか

期日前投票所 期　間 時　間

富岡町郡山事務所第二会議室
（郡山市大槻町字西ノ宮40－３） 10月10日（金）～25日（土） 午前８時30分～午後８時

南一丁目応急仮設住宅集会所
（郡山市南１丁目94）

10月18日（土）

午前11時～午後７時

富田町若宮前応急仮設住宅集会所
（郡山市富田町字若宮前32）

安達太良応急仮設住宅第一集会所
（安達郡大玉村玉井字横堀平158－16）

10月19日（日）
緑ケ丘東七丁目応急仮設住宅集会所
（郡山市緑ヶ丘東７－27－１）

富岡町役場三春出張所
（田村郡三春町貝山字泉沢100－１） 10月18日（土）～19日（日）

富岡町いわき地区拠点施設集会所
（いわき市平北白土字宮前10） 10月20日（月）～25日（土）

泉玉露応急仮設住宅第二集会所
（いわき市泉玉露２－10－１） 10月24日（金）～25日（土）

平下高久応急仮設住宅集会所
（いわき市平下高久字下原178）

10月25日（土）
福島県青少年会館第八研修室
（福島市黒岩田部屋53－５）

※投票日に用事があり、投票
できない方は期日前投票が
できます。

　期日前投票所によって、投票
できる期間・時間帯が異な
りますのでご注意ください。

※会場の都合により、昨年の町
長選挙と投票所（投票日・期
日前）が変更となりましたの
でご注意ください。

　投票所までの案内図は、選挙
のお知らせをご覧ください。
なお、選挙のお知らせは９
月下旬に送付しております。
届いていない場合は、富岡
町選挙管理委員会にご連絡
ください。

10月26日（日）は
福島県知事選挙の投票日です

問 富岡町選挙管理委員会
☎０１２０－３３－６４６６

棄権しないで投票しましょう。

投
票
で
き
る
人

　
次
の
条
件
に
該
当
し
、
富
岡
町
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
方

②
満
20
歳
以
上
の
方（
平
成
６
年
10
月
27
日
ま
で
　

　
生
ま
れ
た
方
）

③
平
成
26
年
７
月
８
日
ま
で
に
富
岡
町
に
転
入
　

届
を
出
し
、
引
き
続
き
富
岡
町
に
住
所
を
有
　

し
て
い
る
方

投票日当日（10月26日）の投票所および投票時間

期日前投票制度をご利用ください

投 票 所 場 所 投票時間

富岡町役場郡山事務所
第二会議室

郡山市大槻町字西ノ宮
40－３ 午前７時～午後６時

富岡町いわき地区拠点
施設集会所

（いわき支所移転予定地）

いわき市平北白土字
宮前10 午前７時～午後５時

泉玉露応急仮設住宅
第二集会所

いわき市泉玉露
２－10－１ 午前７時～午後５時

広報とみおか　（8）



（11）　広報とみおか

お知らせ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

　
町
で
は
、　
歳
以
上
の
方
と
、　

歳
以
上

　
歳
未
満
で
重
い
障
が
い

の
あ
る
方
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

▼
期
間

　
平
成
26
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

▼
対
象
者

①
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
、

接
種
日
当
日
で
満
65
歳
以
上
の

方
②
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
、

接
種
日
当
日
に
満
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
重
い
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
方（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
）

▼
助
成
額

　
全
額
助
成（
自
己
負
担
な
し
）

※
助
成
回
数
は
１
回
に
限
り
ま

す
。

▼
接
種
に
か
か
る
手
続
き

《
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
》

　
昨
年
度
、
接
種
さ
れ
た
方
に
は

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お

知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
接
種
し
て
お
ら

ず
、
今
年
度
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
富
岡
町
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０
–
３
３
–

６
４
６
６
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
予
診
票
、
接
種

済
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
・
い
わ

き
支
所
・
三
春
出
張
所
・
大
玉
出

張
所
の
窓
口
で
も
交
付
い
た
し
ま

す
。
大
玉
仮
設
診
療
所
で
接
種
を

ご
希
望
の
方
に
は
、
診
療
所
で
交

付
い
た
し
ま
す
。

《
県
外
に
お
住
ま
い
の
方
》

　
原
発
避
難
者
特
例
法
に
よ
り
、

避
難
先
市
町
村
で
避
難
先
の
住
民

の
方
と
同
じ
よ
う
に
接
種
で
き
ま

す
の
で
、
避
難
先
市
町
村
の
予
防

接
種
担
当
窓
口
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
市
町
村
に
よ
っ
て
助
成

額
が
異
な
り
、
自
己
負
担
金
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負

担
が
生
じ
た
場
合
に
は
還
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
富
岡
町
役
場
健
康

づ
く
り
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
３
月
末
に
確
定
申
告

の
期
限
延
長
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
い
わ
き
地
区
で
の
申
告
を
受

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
22
年
・
23
年
・
24
年
・
25

年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な

い
方
。
な
お
、
年
金
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
他
の
所
得
が

20
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
26
年
分
確
定
申
告
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
27
年
２
月
中

旬
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
給
与
所
得
・
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
・
東
京
電
力
賠
償（
就

労
不
能
損
害
や
営
業
、
農
業
損

害
）な
ど
収
入
の
わ
か
る
書
類

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

ど
控
除
額
の
わ
か
る
書
類

③
印
鑑

そ
の
他

・
東
京
電
力
の
補
償
に
お
い
て
、

就
労
不
能
に
伴
う
損
害
・
営
業

損
害（
農
業
、
不
動
産
含
む
）等

に
つ
い
て
は
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
念
の
た
め

建
物
と
家
財
の
賠
償
金
額
の
わ

か
る
書
類
の
準
備
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・
平
成
22
年
〜
25
年
の
確
定
申
告

が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
所

得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
の
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
申
告
相
談
に
は
、
税
務
署
職
員

も
滞
在
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

国
税
に
つ
い
て
の
相
談
も
で
き

ま
す
。

問 

税
務
課 

課
税
係

日　時 場　所
10月16日（木）
13：00～16：00

いわき建設会館 3階会議室
（いわき市平童子町４－18）

10月17日（金）
９：30～16：00
10月18日（土）
９：30～15：00
10月19日（日）
９：30～15：00
10月20日（月）
９：30～12：00

ミニ
ストップ

至内郷 至四倉

マルト ツルハ
ドラッグ

建設
会館

福島県
いわき
合同庁舎

いわき
市役所

国道６号線

こちらの建物です。
合同庁舎の向かい側
になります。

※いわき市での受付場所は下図のとおりとなります。　
　駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

65

60

65

広報とみおか　（10）

国
・
県
義
援
金

第
２
次
配
分
の
追
加
配
分
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
国
・
県
義
援
金
の
第

２
次
配
分
に
つ
い
て
平
成
23
年
10

月
19
日
よ
り
順
次
追
加
配
分
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
と
お

り
５
回
目
の
追
加
配
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て

も
、
受
付
事
務
の
簡
素
化
・
迅
速

化
を
図
る
た
め
、
原
則
と
し
て
前

回
の
追
加
配
分
と
同
じ
口
座
に
お

振
込
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
配
分
対
象
者

　
国
・
県
義
援
金
の
第
2
次
配
分

を
受
け
て
い
る
方

▼
配
分
額

　
１
人
当
た
り
　
２
万
円

▼
配
分
方
法

　
原
則
と
し
て
、
前
回（
４
回
目

の
追
加
配
分
）と
同
じ
口
座
に

振
込
み
ま
す
。

▼
配
分
時
期

　
11
月
上
旬
頃
に
口
座
へ
の
振
込

み
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
口
座
を
変
更
す
る
場
合

　
前
回
の
振
込
み
口
座
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
、
口
座
名
義
人

が
変
更
に
な
っ
た
等
の
事
由
に

よ
り
口
座
を
変
更
さ
れ
る
場
合

は
、
次
の
方
法
に
よ
り
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
電
話
で「
振
込
口
座
変
更
依
頼

書
」を
請
求
し
て
変
更
す
る
場
合

・
依
頼
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
問
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
依
頼
書
が
届
き
ま

し
た
ら
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
依
頼
書
の
請
求

は
、
10
月
16
日（
木
）ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

②
富
岡
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
依

頼
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
変

更
す
る
場
合

・
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
10

月
23
日（
木
）ま
で
に
、
郵
送
に

て
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
遅
れ
る
場
合
は
、

口
座
を
変
更
す
る
こ
と
を
期
限

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
口
座

の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
わ
せ
・
口
座
変
更
依
頼
書

郵
送
先

　
〒
９
６
３
–
０
２
０
１

　
郡
山
市
大
槻
町
字
西
ノ
宮
48
–
５

　
富
岡
町
役
場
　
郡
山
事
務
所

　
生
活
環
境
課 

義
援
金
担
当

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
福
島
県
で
は
、
毎
年
10
月
を「
不

正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
不
正
軽
油

の
排
除
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ

な
い
」

　
不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
庁
税
務
課
ま
た
は
最

寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

福
島
県
庁
総
務
部
税
務
課

　 

☎
０
２
４
–
５
２
１
–
７
２
０
５

　 

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　 

☎
０
２
４
４
–
２
６
–
１
１
２
７  

お知らせ

　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーションを巡回し、順次、ごみの回収
を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。分別方法やごみの出し方については、７月18日
発行の広報お知らせ版に同封の「平成26年8月からのご家庭の片付けごみの回収について（お知らせ）」又は町ホームページをご参照ください。

平成26年 11月　
日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 82 3 4

1

19 20 2117 18 22

24 25 26 27 28 29
燃えるごみ、ごみ出し日

23

30

16

12 13 1410 11 159

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

平成26年 10月　
日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 115 6 7

1 2 3 4

22 23 2420 21 25

27 28 29 30 31

燃えるごみ、ごみ出し日

26

19

15 16 1713 14 1812

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・
カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、
ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・
カン類　ごみ出し日

問 生活環境課 環境衛生係

富岡町ごみ出しカレンダー



温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまより義援金を

いただきました
（平成26年6月～8月分 順不同・敬称略）

東日本大震災関連
写真データご提供のお願い

・これまで寄せられた義援金
　５億3,470万3,526円　※８月末日現在
・配分された額（国・県義援金は除く）
　２億3,994万円　※国・県義援金は除く

大阪市労働組合連合会（大阪府）　蓮田福島
県人会（埼玉県）　井川自転車店（東京都）　
武山輝詔（鳥取県）　浦木誠一（鳥取県）
株式会社ニック（福岡県）　木村始（東京都）
株式会社チェンジ（福岡県）　林武（茨城県）
極東開発工業株式会社特装事業部生産本部
横浜工場（神奈川県）　池嶋順子（鳥取県）　
株式会社カインズ（東京都）　エヌオンライ
ン有限会社（東京都）　大関満朗（東京都）
タワーレコード株式会社（東京都）

　富岡町では、震災以降の状況や人々の歩み、未だ
復興の途上である町の姿を後世に伝え、その記憶を
無くさないために、東日本大震災に関する資料を収
集しております。町民の皆さまが撮影した地震被
害、津波、避難所での様子等、震災の記録（写真・
映像）がございましたら、ご提供をよろしくお願い
いたします。

（１）募集要件
・各種カメラで撮影した写真や映像（写真はデータ、
　プリントを問いません）。
・現在のご住所、氏名、富岡町の行政区名、撮影場所・
　日時、その時の様子をお知らせください。
・市販の雑誌や映像メディアのコピー等は不可とし
　ます。なお、写真や映像は返却いたしません。

（２）送付先 ※メールまたは郵送でお送りください。
・E-mail 　tom0200-0@tomioka-town.jp
・郵送先   〒963‒0201
　　　　　 福島県郡山市大槻町字西ノ宮48‒5
　　　　　 富岡町役場企画課広聴広報係

個人積算線量計〔Ｄ－シャトル〕の貸出を行っています
　
個
人
ご
と
に
お
持
ち
い
た
だ
け
る
積

算
線
量
計（
Ｄ
–
シ
ャ
ト
ル
）の
貸
出
し

に
つ
い
て
、
８
月
に
各
世
帯
へ
ご
案
内

並
び
に
申
込
み
書
類
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
借
用
の
申
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
随
時
受
付

け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
書
類

に
て
お
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
申
込
み
書
類
が
お
手
元
に

無
い
場
合
は
お
手
数
で
す
が
富
岡
町
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
借
用
の
お
申
込
み
を
さ
れ
た

方
に
は
、
10
月
か
ら
積
算
線
量
計
を
発

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
る
ご

案
内
に
記
載
の「
使
用
方
法
」を
参
照
の

上
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
線
量
計
は
、
一
日
分
及
び
一
年

間
累
積
分
の
放
射
線
量
が
表
示
で
き
、

小
型
で
軽
く
、
充
電
や
電
池
交
換
が
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
積
算
線
量
を

自
ら
知
り
、
今
後
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

・
貸
出
対
象
者

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
時
点
で
富
岡

町
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
、
ま
た

は
同
日
以
降
、
婚
姻
や
出
生
等
に
よ

り
富
岡
町
に
転
入
さ
れ
た
方

・
貸
出
期
間

　
貸
与
日
か
ら
１
年
間（
１
年
後
に
機

械
校
正
及
び
デ
ー
タ
回
収
の
た
め
返

却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

・
測
定
結
果
に
つ
い
て

　
１
年
間
の
着
用
後
に
、
年
間
デ
ー
タ

の
報
告
書
を
郵
送
し
、
デ
ー
タ
は
町

と
県
で
管
理
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
、
同
い
わ

き
支
所
、
三
春
出
張
所
、
大
玉
出
張

所
に
設
置
す
る
パ
ソ
コ
ン
で
詳
細
な

デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
を
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

放
射
線
健
康
管
理
係

積算線量計 D－シャトル（左）と表示器
※表示器は１世帯あたり１個の貸出しと
　なります。

D－シャトルを表示器に差込むことで線
量を確認できます
※上段に総積算線量、下段に１日（前日
　分）の線量を表示。

（13）　広報とみおか 広報とみおか　（12）

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
運
用
開
始

と
な
る「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」に
よ
り
、
幼
稚
園
・
保

育
所
等
の
申
込
み
手
続
き
が
変
わ

り
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
か
ら
受

付
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続

き
方
法
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

◆
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
利
用
に

つ
い
て

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
で
は
、
避
難
先
市
区
町
村
の

３
つ
の
認
定
区
分
に
応
じ
て
、

施
設（
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、地
域
型
保
育
等
）

の
利
用
先
が
決
ま
り
ま
す
。

　【
別
表
１
参
照
】

◆
申
請
方
法
・
申
込
み
方
法
に
つ

い
て

　
　
幼
稚
園
と
保
育
所
で
は
、
手

続
き
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
幼
稚
園
等
の
利
用
を
希
望
す

る
方
は「
利
用
希
望
申
込
み
」、

保
育
所
等
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は「
保
育
の
必
要
性
」認
定
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　【
別
表
２
参
照
】

◆
保
育
料
に
つ
い
て

　
　
保
育
料
は
、
保
護
者
の
所
得

に
応
じ
た
支
払
い
が
基
本
と
な

り
ま
す
。

◆
利
用
契
約
・
保
育
料
の
支
払
い

先
に
つ
い
て

　
　
利
用
す
る
施
設
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。【
別
表
３
参
照
】

◆
そ
の
他

　
　
避
難
先
の
地
域
で
ど
の
よ
う

な
支
援
が
提
供
さ
れ
る
か
は
、

避
難
先
の
市
区
町
村
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
富
岡
町
が
実
施
運
営

す
る
町
立
富
岡
幼
稚
園（
三
春

町
）、
と
み
た
さ
く
ら
保
育
施

設（
郡
山
市
）、
あ
だ
た
ら
つ
つ

じ
保
育
施
設（
大
玉
村
）の
利
用

申
込
み
は
、
平
成
26
年
12
月
上

旬
に
受
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
と
み
お
か
11
月
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問（
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
）

　
教
育
総
務
課 

総
務
管
理
係

　（
保
育
所
に
関
す
る
こ
と
）

　
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
申
込
み
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

施設等の利用の流れ

幼稚園等を利用希望の場合
（１号認定）

①

保育所等での保育を
利用希望の場合（２・３号認定）

幼稚園等に直接、利用希望申込
みをします。
※避難先の市区町村が、必要に
　応じて利用を支援します。

②
幼稚園等から入園の内定を受
けます。
※定員超過などの場合には、面接
　等の選考があります。

③
幼稚園等を通じて、利用のため
の認定を避難先の市区町村に
申請します。

⑤ 幼稚園等と契約します。

④
幼稚園等を通じて、避難先の市
区町村から認定証が交付され
ます（１号認定）。

①
避難先の市区町村に「保育の必
要性」の認定を申請します。
※保育所等の利用希望の申込み
　（下記③）も同時に行う場合が
　あります。

申請者の希望・保育所等の状
況などにより、避難先の市区町
村が利用調整をします。
※保育を必要とするお子さん（２号
認定・３号認定）の場合、必要に
応じて避難先の市区町村が利用
可能な保育所等のあっせんなど
も行います。

②
避難先の市区町村から認定証
が交付されます（２号認定・３
号認定）。

③
避難先の市区町村に保育所等
の利用希望の申込みをします
（希望する施設名などを記載）。

⑤ 利用先の決定後、契約となります。

④

３つの認定区分 対　象 利用先

１号認定
【教育標準時間
（４時間）認定】

お子さんが３歳以
上で、教育を希望
される場合

幼稚園
認定こども園

２号認定
【満３歳以上
・保育認定】

お子さんが満３歳
以上で「保育の必
要な事由（※１）」
に該当し、保育所
等での保育を希望
される場合

保育所
認定こども園

３号認定
【満３歳未満
・保育認定】

お子さんが満３歳
未満で「保育の必
要な事由（※１）」
に該当し、保育所
等での保育を希望
される場合

保育所
認定こども園
地域型保育
（※２）

（※１）「保育の必要な事由」…就労、妊娠・出産、保護者の
疾病・障害、同居または長期入院等している親族の介護・看
護災害復旧、求職活動、就学、虐待やDVの恐れがあること、
育児休業取得中にすでに保育を利用している子どもがいて継
続利用が必要であること。
（※２）「地域型保育」…小規模保育（利用定員６人以上１９人
以下）、家庭的保育（利用定員５人以下）、居宅訪問型保育、
事業所内保育

利用契約・保育料の支払い先
利用する施設 契　　約 支払い先
認定こども園
幼稚園

公立保育所
地域型保育

施設・事業者
施設・事業者
（公立保育所の
場合は避難先
市区町村）

私立保育所 避難先市区町村 避難先市区町村

別表２ 別表１

別表３
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問 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
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ン
タ
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☎
０
５
７
０ｰ

０
２
４ｰ

０
２
４

　 （
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
IP
電
話
の
お
客
様
）

　 

☎
０
３ｰ

５
３
３
８ｰ

７
５
２
４

問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

活動が活発化しています。
スズメバチにご注意ください！

　スズメバチは家の軒先や庭木に巣を作り、大きくなると蜂の
数も増え駆除には専門家による作業が必要となります。また、
スズメバチに刺されると、蜂毒アレルギー体質の方は重症化や
死亡する例もありますので、万が一刺された場合は自己判断せ
ずに必ず医師の診断を受けてください。
　スズメバチのような肉食性の蜂は、攻撃的で縄張り意識が強
く、巣に近寄るだけで刺そうとします。夏から秋（６月～11月）
はスズメバチの活動が特に活性化しますので、一時帰宅の際な
どは十分にお気をつけください。
　
◇主なスズメバチの種類
・オオスズメバチ
　スズメバチ類の中では最も大型な蜂で、体長はオスバチで
35~40mm。日本全土に分布し、非常にどう猛で攻撃性が強い。
土中や樹洞などに営巣するため、巣の存在に気付かずに接近
してしまい攻撃を受ける場合がある。
・ヒメスズメバチ
　オオスズメバチに次ぐ大型の蜂（体長約25～35mm）だが、攻撃
性や毒性は弱い（ただし威嚇性は強い）。尾部が黒い。
・キイロスズメバチ
　主に本州、四国、九州に分布し、体長はオスバチで約30mm。
巣は軒下や屋根裏、木の枝、樹洞など様々な場所に作られ、
大きい物で直径１ｍにも達する。攻撃性が強く都市部での生
活にも順応するため、日本では被害例が多い。

◇スズメバチ対策
　・巣に近づかない。巣に石を投げたりして蜂を刺激しない。
　・巣の前を急いで横切るなどの急激な動作を避ける。
　・巣の近くで芳香のある香水やヘアスプレーなどの化粧品を
　　使用しない。
　　また、虫除けの超音波装置も蜂を刺激するので使用しない。
　・純毛製品や黒い衣服より、白っぽい衣服が安全性は高い。
　・蜂がいる場所で、果実を食べたりジュースなどの甘味料を
　　飲まない。
　・駐車中の自動車の窓は必ず閉めておく。
　・屋外でスズメバチ類の巣と突発的に遭遇し、見張りの蜂に
　　威嚇や攻撃を受けた場合は、大声で騒いだり腕で蜂を追い
　　払う動作をせず（蜂は左右や急激な動きに敏感）、頭を隠し
　　姿勢を低くしてその場からゆっくり離れる。

　蜂の巣の情報や駆除の相談等は、富岡町役場生活環境
課環境衛生係までご連絡をお願いします。
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お知らせ

原
発
事
故
の

被
害
を
受
け
た
方
へ

　
相
馬
税
務
署
で
は
、
雑
損
控
除

や
賠
償
金
の
申
告
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
分
か
ら
平
成
25
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
・
納
付
等
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
来
年
の
確
定
申
告
期
は
相

談
会
場
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
に
は
、
こ
の
機
会
の
相
談
を

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
申
告
相
談
は
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
相
馬

税
務
署
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
馬
税
務
署
　

　 

☎
０
２
４
４
–
３
６
–
３
１
１
１

　
　（
平
日
９
時
〜
17
時
）

※
電
話
は
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、

「
０
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
会
場
】　

　
ビ
ア
フ
レ
ス
コ
内
申
告
相
談
会
場

  

（
南
相
馬
市
原
町
区
北
原
字
境
堀
２
２
５
）

【
実
施
期
間
】

   

平
成
26
年
９
月
29
日（
月
）か
ら

　
平
成
26
年
11
月
28
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
受
付
時
間
】　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

う「
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
」を
養
成
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心

が
あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

【
日
時
・
場
所
】

　
平
成
26
年
11
月
７
日（
金
）

　
10
時
30
分
〜
16
時

　
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
５
階
集
会
室

　（
郡
山
市
朝
日
１
丁
目
29
番
９
号
）

【
研
修
概
要
】　

・
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策

・
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活

　
動
事
例
等

【
申
込
締
切
】

　
平
成
26
年
10
月
31
日（
金
）

※
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】無
料

【
定
　
員
】50
名（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
合
わ
せ
先

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
超
学
際
的
研
究
機
構
）

　
〒
９
６
０
–
８
０
４
３
　

　
福
島
市
中
町
８
番
２
号 

　
自
治
会
館
７
階

　
☎
０
２
４
–
５
２
５
–
８
８
９
２

　
Fax
０
２
４
–
５
２
３
–
４
５
６
７

　
　info@

fukushima-ondanka.org

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
測
定
の

お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
富
岡
町
役
場（
本
岡
字

王
塚
）に
お
い
て
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
式
核
種
分
析
装
置
に
よ
る

高
精
度
な
放
射
能
測
定
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
測
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
富
岡
町
役
場
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
受
付
分
の
測
定
日

は
11
月
10
日
と
11
月
25
日
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
日
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い（
両
日
で
も
可
能
）。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
申
込
ま
れ
た
方

へ
11
月
初
旬
に
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。

▼
測
定
可
能
検
体

　
富
岡
町
内
の
水
・
土
壌
・
果
樹
等

▼
申
込
先

　
富
岡
町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
–
３
３
–
６
４
６
６

問 

産
業
振
興
課
　

　 

商
工
係
・
農
林
水
産
係

研
修
会
の
ご
案
内

　

〜
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
〜

　
福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

現
状
や
影
響
、
対
策
等
に
つ
い
て

学
習
し
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
理

解
を
深
め
る
活
動
を
積
極
的
に
行

2014 ハートフルサタデー献血

日時：10月18日（土）
　　　９時30分～16時
会場：ビッグパレットふくしま

「400mL献血」にご協力ください。
※400mL献血は、男女とも体重50kg以上で献血基準を満
たしている方にご協力いただいております。

〈問合わせ先〉

ハートフルサタデー献血推進実行委員会 024‒924‒3331

郡山市保健所 024‒924‒2120

福島県赤十字血液センター推進課 024‒544‒2553

町内仮設トイレ
撤去のお知らせ

  現在、富岡町内に仮設トイレを
設置しておりますが、仮置き場
の整備に伴い仏浜集会所及び毛
萱集会所の２ヵ所を10月末で撤
去することになりました。
　今後は、お近くの仮設トイレ
をご利用ください。なお、直近
の仮設トイレは「富岡駅駐車場」
です。

問 生活環境課 環境衛生係
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所

 H26. ９. ８～９  H26. ３.12～14

除染天気：くもり～晴れ 天気：くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 3.03 5.23 3.54 5.94 
38 双葉環境センター 2.02 2.30 2.21 2.58 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 3.35 4.39 3.30 5.19 
40 深谷集会所 4.65 4.86 4.91 5.45 
41 赤坂神社前 5.19 7.34 5.86 7.65 
42 太平洋ブリーディング前 10.20 22.40 11.40 17.20 
43 みよし前交差点 7.89 12.30 10.90 21.00 
44 富岡自動車学校前 5.08 10.30 6.32 12.00 
45 リフレ富岡 3.29 4.53 4.03 5.05 
46 東洋育成園前 3.01 4.43 3.86 5.77 
47 富岡インター駐車場 2.87 3.88 3.32 4.17 
48 上手岡児童館 1.92 2.59 2.27 4.80 
49 下千里ライスセンター前 2.16 4.39 2.69 4.90 
50 舘山荘前 2.83 3.87 3.49 4.63 
51 夜の森つつみ公園 3.85 4.21 4.48 4.30 
52 総合運動場東側駐車場 4.24 5.73 4.76 6.78 
53 華の樹前 4.40 5.73 5.42 6.32 
54 宝泉寺前 1.27 1.06 2.75 5.55 
55 国道６号第二原発入口前 0.93 1.43 1.18 1.73 
56 猪狩スタンド前 0.41 0.36 1.02 1.44 
57 なべや駐車場前 0.83 1.92 1.05 2.03 
58 大東銀行富岡支店前 1.07 1.03 2.05 2.64 
59 富岡漁港 0.44 0.37 0.50 0.52 
60 サンライズイン富岡前 0.83 1.44 0.92 2.61 
61 福島富岡簡易裁判所前 1.78 3.11 2.37 4.37 
62 ヨークベニマル富岡店前 1.58 2.72 1.99 3.59 
63 今村病院前 3.37 6.10 4.52 6.19 
64 福島銀行富岡支店前 1.62 3.25 1.54 3.22 
65 龍台寺前 1.47 3.17 2.06 4.43 
66 清水団地前 1.85 2.65 2.13 3.25 
67 猪狩電気通信工業前 1.31 1.84 2.21 3.03 
68 上郡消防屯所 0.97 1.69 2.18 3.14 除染済み

69 岩井戸鉱泉 0.93 1.45 1.27 1.62 
70 富岡工業団地 0.26 0.21 1.53 1.44 

71 成沢の滝入口 0.95 1.65 1.35 1.95 

72 沼名子橋 1.86 2.60 2.31 3.48 

No. 測定場所

 H26. ９. ８～９  H26. ３.12～14

除染天気：くもり～晴れ 天気：くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 1.18 0.71 2.75 4.63 除染済み

２ 上千里消防屯所 0.48 0.45 1.59 2.37 
３ 杉内消防屯所 0.71 0.56 2.01 3.35 除染済み

４ 第二工業団地入口 3.16 2.63 3.61 2.63 
５ 高津戸集会所 1.21 1.04 5.00 7.88 除染済み

６ 富岡第二中学校東側 1.53 1.98 1.88 2.26 
７ 新夜ノ森集会所 4.65 7.48 6.46 8.70 
８ 夜の森公園 2.41 4.84 2.90 5.57 
９ 松の前待避所 7.72 8.76 8.67 9.88 
10 小良ヶ浜集会所 4.71 4.28 5.69 6.94 
11 町境（小良ヶ浜地区） 7.63 9.56 7.06 8.70 
12 深谷消防屯所 5.18 5.34 5.33 5.49 
13 富岡町営野球場 0.93 0.69 0.98 0.72 
14 観陽亭前 1.04 1.71 1.14 2.39 
15 富岡合同庁舎西側 2.49 2.68 2.77 3.02 
16 富岡養護学校 2.76 5.35 3.47 7.25 
17 老人福祉センター 5.94 9.31 7.09 10.30 
18 夜ノ森駅 5.27 5.93 6.15 6.67 
19 王塚集会所 1.41 0.94 1.51 1.03 除染済み

20 諏訪神社前 2.42 2.81 2.92 3.25 
21 上本町消防屯所 2.33 3.79 2.90 3.63 
22 上本町集会所 1.66 2.62 2.30 2.91 除染済み

23 リベラルヒルズ入口 1.80 3.33 2.22 3.99 
24 赤木集会所 0.42 0.30 2.07 3.69 除染済み

25 上郡山集会所 1.27 1.75 1.61 2.05 除染済み

26 太田集会所 0.59 0.58 0.97 1.36 除染済み

27 原下消防屯所 0.93 2.42 1.13 1.63 除染済み

28 富岡駅 0.71 1.62 0.75 1.76 
29 清水消防屯所 0.60 1.01 1.82 2.47 除染済み

30 役場 1.05 1.20 1.04 1.25 除染済み

31 浄化センター 0.25 0.22 0.43 0.91 除染済み

32 毛萱集会場 0.43 0.37 0.47 1.41 
33 富岡保育所 1.84 2.92 2.09 3.18 
34 中央児童館 1.20 1.87 2.19 2.86 除染済み

35 栄町駐車場 0.88 0.64 1.27 0.81 
36 岩井戸消防屯所 0.41 0.31 1.22 2.18 除染済み

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。

広報とみおか　（22）

診療科目：内科・外科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

月
４
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

る
と
、
今
年
北
上
市
で
開

催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
大
会
に
115
歳
の
イ
ン
ド
人

男
子
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
申
込
み
を

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
男
性

の
世
界
一
長
寿
者
は
埼
玉
県
在
住

で
南
相
馬
市
出
身
の
桃
井
さ
ん
、

111
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
桃
井
さ
ん
が
追
い
抜
か
れ
る

な
ん
て
、
大
変
な
大
記
録
か
も
し

れ
ま
せ
ん
、
桃
井
頑
張
れ
！

　
そ
こ
で
日
本
人
の
過
去
の
寿
命

推
移
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

戦
国
時
代
の
真
只
中
、
１
５
８
２

年
本
能
寺
で
自
害
し
た
織
田
信
長

は
辞
世
の
句
に「
人
生
わ
ず
か
50

年
…
」と
残
し
て
い
ま
す
。
50
歳

…
若
い
！
戦
国
時
代
の
武
将
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
の
か
な
と
の
考
え

も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
驚
く
べ
き

こ
と
に
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、

太
平
洋
戦
争
終
了
時
の
昭
和
20
年

ま
で
男
女
と
も
50
歳
を
割
っ
て
い

ま
し
た
。
戦
後
70
年
近
く
経
っ
た

今
年
、
男
性
の
平
均
余
命
は
初
め

て
80
歳
を
超
え
て
80
・
21
歳
、
女

性
に
至
っ
て
は
86
・
61
歳
に
達
し
、

女
性
は
２
年
連
続
世
界
１
の
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
の
原
因

は
衛
生
、
医
療
、
食
生
活
等
の
生

活
環
境
の
改
善
に
よ
る
感
染
症
疾

私たちのお医者さん

第18回　「36計逃げるに如
し

かず」
　　　　堀川　章仁   医師 （夜ノ森中央医院）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜 日 診療科目 担当医師

月 休 診
火 休 診
水 内科・外科 佐藤正憲
木 内科・外科 井坂　晶
金 内 　 　 科 堀川章仁

診療日

９

患
の
減
少
等
い
ろ
い
ろ
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
目
に
見
え
る
物
ば
か
り

で
は
な
く
、
戦
争
に
よ
る
戦
死
者

の
消
滅
も
大
い
に
関
与
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
で
男
性
は
30
歳
以

上
、
女
性
は
36
歳
以
上
余

命
が
伸
び
て
い
る
計
算
と
な
り
、

周
り
を
見
る
と
確
か
に
高
齢
者
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
だ
、

勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、

こ
の
平
均
余
命
と
い
う
指
標
は
平

均
寿
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
均

寿
命
は
、
何
歳
ま
で
生
き
た
か
の

平
均
値
で
す
が
、
平
均
余
命
と
は

今
年
生
ま
れ
た
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん

が
平
均
あ
と
何
年
い
き
ら
れ
る
の

か
を
推
定
し
た
も
の
で
、
太
平
洋

戦
争
後
、
約
70
年
間
戦
死
者
を
出

し
て
い
な
い
平
和
な
日
本
な
ら
で

は
の
数
値
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
戦
争
の
無
い
平
和
な

は
ず
の
日
本
周
囲
で
は
平
成
23
年

の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
つ
く
ば

市
の
竜
巻
や
伊
豆
大
島
の
土
石
流
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
895
ヘ
ク
ト

パ
ス
カ
ル
の
ス
ー
パ
ー
台
風
、
つ

い
最
近
は
広
島
市
を
襲
っ
た
大
量

の
降
雨
に
よ
る
土
石
流
の
惨
事
な

ど
数
々
の
異
常
現
象
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
こ
の
よ
う
な
報

道
の
前
置
き
は「
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
」で
し
た
が
、
最
近
は「
経

験
し
た
こ
と
の
無
い
よ
う
様
な
」

と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
科
学
が
万

能
と
さ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
過
去
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー

タ
を
使
い
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
駆
使
し
て
こ
れ
ら
の
現
象
を

予
測
で
き
な
い
と
は
摩
訶
不
思
議
と

感
じ
ま
す
。

た
し
て
化
学
は
、
万
能
な

の
で
し
ょ
う
か
。
科
学
と

は
、
あ
る
現
象
を
論
理
的
に
解
明

し
、
そ
の
理
論
を
使
っ
て
そ
の
現

象
が
再
現
で
き
る
学
問
を
指
し
ま

す
。
科
学
的
に
解
明
さ
れ
た
現
象

は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
地
球
の
す

べ
て
の
現
象
と
比
較
す
る
と
、
決

し
て
十
分
な
も
の
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
今
後
、
予
測
す
ら
で
き
な
い

異
常
な
現
象
は
出
現
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

難
中
で
あ
る
私
た
ち
の
身

の
上
と
は
い
え
、
災
害
は

否
応
な
し
に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま

す
。
万
が
一
の
災
害
に
、
い
つ
・

ど
こ
で
遭
遇
す
る
か
分
か
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。
狂
暴
な
も
の
に

出
会
っ
た
と
き
、
私
の
習
っ
た
躰

道（
武
道
）で
１
番
大
事
な
教
訓
は

逃
げ
る
こ
と
で
す
。
逃
げ
る
に

は
、
足
と
頭
を
必
要
と
し
ま
す
。

頭
を
使
わ
ず
に
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
っ
て
ば
か
り
に
な
ら
ず
、
十
分

に
体
を
動
か
し
て
足
腰
を
鍛
え
、

頭
を
鍛
え
、
万
が
一
の
避
難
に
際

し
て
安
全
な
方
法
に
自
然
と
身
体

が
動
く
よ
う
に
日
頃
の
鍛
錬
が
必

要
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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         My Photo Letter

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

逆境に負けない大輪の朝顔　写真提供　田代安明さん（下千里）

グラウンド・ゴルフで地域住民と交流　
 NPO法人富岡町さくらスポーツクラブ

空から見た私たちのふるさと （2014年7月29日撮影）富岡町企画課

　今年６月、避難先（小名浜）の
借上げ住宅の庭がコンクリート
に舗装されてしまいました。心
の安らぎだった緑が無くなり残
念に思っていたところ、庭と道
路を仕切るブロックの継ぎ目か
ら顔を出している朝顔の小苗を
見つけました。
　朝顔は逆境に負けず大輪の花
を咲かせ、その姿に感動と大き
な励ましをもらいました。

　８月にいわき市（下高久・好
間・泉玉露）、郡山市、大玉村
で行われた「地区別グラウン
ド・ゴルフ大会」。
　富岡町民のほか地元住民方も
数多く参加し、交流を深めなが
らスコアを競い合いました。

※写真は大玉地区大会に参加された
　皆さん

　上空から見た今の富岡町を写
真に収めました。
　東に広がる太平洋、立ち並ぶ
家々、それらを見下ろす阿武隈
の山並み･･･。人のいない町を
頻繁に行き交う工事車両の姿
が、寂しさを際立たせています。
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